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さの日変化を独自の解析手法により導き、その値として    

















図  年  月 日の画像 
撮像時刻は左から右へと進む。青色フィルターを通してお
り、氷晶雲と極冠が白く見える。赤道付近に「ちぎれた雲」と雲帯が見られる。
衰退期の様子をより具体的に調べるために、年の観測データを詳細に検討したとこ
ろ、雲帯は、最盛期を過ぎ衰退期に入っていく頃 
時期は 0 + 、即ち夏至を過ぎた
頃に、低緯度帯を半周する程度の大規模な雲のバンドと、いくつかの中規模な雲の塊に分
裂してしまうことがわかりました 
図 。私たちは、この「雲帯の分裂」が、赤道をまたい
で存在するハドレー循環の局在化を示唆しているのではないか、と結論づけました。
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